
27・9・153 27・9・15 2ごみ減量・リサイクル特集

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

土曜日に生ごみ投入リサイクル事業を実土曜日に生ごみ投入リサイクル事業を実施施

Ｒリサイクルリサイクル 枝木・雑草類・落ち葉の出し方につい枝木・雑草類・落ち葉の出し方についてて

　平成１９年３月末に、老朽化に伴い本市の可燃ごみを焼却処理していた二枚橋衛
生組合の全焼却炉の運転を停止したことから、市内から発生する可燃ごみは、平
成１９年４月より、その全量を多摩地域の各団体の焼却施設で処理していただいて
います。平成２６年度の可燃ごみ処理については、多摩川衛生組合（構成市：稲城
市、狛江市、府中市、国立市）、国分寺市、昭島市および西多摩衛生組合（構成
市：青梅市、福生市、羽村市、瑞穂町）の焼却施設で処理をしていただきました。
施設周辺にお住まいの皆様ならびに関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。
　また、平成２７年度の可燃ごみ処理については、多摩川衛生組合、国分寺市、昭
島市および西多摩衛生組合からご支援をいただいており、滞りなく処理すること
ができています。施設周辺にお住まいの皆様ならびに関係者の皆様に重ねて感謝
申し上げます。
　可燃ごみの処理については、日野市、国分寺市および小金井市でごみ処理施設
の設置および運営を共同で行うことを目的とした一部事務組合「浅川清流環境組
合」を平成２７年７月１日に設立し、新可燃ごみ処理施設の平成３１年度中の稼働を
めざして事業を進めています。本市では、循環型社会の形成に向けて、発生抑制を
最優先とした３Ｒの推進に向けた施策に取り組んでいますが、新可燃ごみ処理施
設が稼働するまでの間、可燃ごみの処
理を多摩地域の各団体にお願いしなけ
ればなりません。市民の皆さんには、
ご支援をいただいている各施設周辺に
お住まいの皆様ならびに関係者の皆様
へのご負担を軽減するため、引き続き、
発生抑制を最優先とした３Ｒの推進へ
のご理解・ご協力をお願いします。

平成２７年度の可燃ごみ処理の支援先
支援量支援先
　６,０００ｔ多摩川衛生組合
　３,６００ｔ国分寺市
　２,０００ｔ昭島市
　２,０００ｔ西多摩衛生組合
１３,６００ｔ合　計

可燃ごみ処理の支援に
深く感謝申し上げます

　日ごろより、ごみ
の減量および資源化
の推進にご協力いた

だきありがとうございます。７月分の燃やすごみ１
人１日当たり排出量は、２９５.９ｇとなり、目標値

（２８１.８ｇ）を約１４.１ｇ上回る結果となりました。これは、割りばし約２ 膳 分の重
ぜん

さにあたります。
　今年も学校が夏休みの間、家庭から排出される生ごみを、小・中学校に設置さ
れている電動生ごみ処理機を使用して処理する「夏休み生ごみ投入リサイクル事
業」が、１０校で実施されました。私も、実施している全校を回り見学させていた
だきました。猛暑の中を、地域のボランティアの方々が交代で投入管理を行って
おり、また、多くの方々が生ごみ投入に参加してくださいました。ご協力いただ
いた方々に感謝申し上げます。「夏休み生ごみ投入リサイクル事業」は終了しま
したが、学校給食のない土曜日を利用し、継続して生ごみ投入リサイクル事業を
実施している学校もあります。
　生ごみ処理機を使用すると、生ごみの減量につながります。家庭用、事業用生
ごみ処理機を使用している方々も含め、燃やすごみを減らし、生ごみを堆肥化し
ようとする取り組みへのご協力に、感謝申し上げます。電動生ごみ処理機（乾燥
型）を利用した生ごみ乾燥物は、市に申し込みをすることで、無料で戸別回収す
ることができます。これらを使用して製造された食品リサイクル堆肥は、毎週金
曜日（午後１時〜２時）に、中町リサイクル事業所裏で、無料で配布しています。
　資源循環型
社会形成の推
進をめざし、
今後とも一層
のご協力を、
よろしくお願
いいたします。

1か月の燃やすごみ地区別
1人1日当たりの排出量 （単位：g）

地　　区
火・金地区 287.4 281.8 5.6

武蔵小金井 東小金井

7月 目標量 増減量

市内全域

295.9 281.8 14.1

増減量7月 目標量
燃やさない
ごみ

（市内全域） 30.9 34.4 △3.5
目標量 増減量7月

月・水・木・土地区 303.5 281.8 21.7 目標より
増えちゃった

目標より
増えちゃった
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　市では、燃やすごみの減量・資源化の推進を目的として、家庭で 剪 定した枝
せん

木・雑草類・落ち葉を申込制により、無料で回収し、その全量を資源化処理して
います。　平成２６年度の回収量は９５７ｔで、平成２５年度の回収量９６７ｔに対して、１０
ｔの減少となりました。

　本市は、燃やすごみの処理を多摩地域の各団体にお願いしており、施設周辺に
お住まいの皆様および関係者の皆様へのご負担を軽減するため、さらに燃やすご
みの減量に努めていくことが必要です。引き続き、枝木・雑草類・落ち葉の分別
を徹底し、回収にご協力をお願いします。

夏休み生ごみ投入リサイクル事業の報夏休み生ごみ投入リサイクル事業の報告告
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　学校の夏休み期間中、市内の小・中学校に設置している電動生
ごみ処理機を有効利用するため、夏休み生ごみ投入リサイクル事
業を実施しました。
　今年度の実施校は１０校で、猛暑の中、投入管理のボランティア
活動にご協力いただいた方は１１３人、投入者延数は１,９８９人でし
た。その結果、地域の皆さんの着実な取り組みにより１か月間で
約２.７ｔの燃やすごみを減量することができました。（下表）
　今年度は、各実施校で参加者に対し、家庭での生ごみの水切り
徹底の呼びかけなどを行いなが
ら、燃やすごみの減量に取り組
みました。
　ご参加いただいた皆さん、ご
協力ありがとうございました。 

　投入された生ごみは、電動生ごみ処理機で乾燥処理した後、食
品リサイクル堆肥に加工され、市民の皆さんに無料配布していま
す。
　配布は、毎週金曜日午後１時〜２時（祝日を除く）に、リサイ
クル事業所裏（中町３−１９−１６）で行っています。
　ぜひ、家庭菜園などでお試しください。

食品リサイクル堆肥を無料配食品リサイクル 堆 肥を無料配布布
たたいい

ＲリデュースリデュースＲリサイクルリサイクル

【回収できないもの】
渇　造園業者などの専門業者に依頼
し、剪定したもの
渇　枝木・雑草類・落ち葉以外のも
のが混入しているもの

【注意】
　雑草と落ち葉は同じ袋に混ぜて入
れることができます。ただし、雑草
が多く占める場合は１袋からの申し
込みになります。また、落ち葉が多
く占める場合は３袋以上からの申し
込みになります。 堆 肥などの資源としてリサイクルしています

たい

　市内の小・中学校では、毎週土曜日に、学校に設置している電動生ごみ処理機を
利用した生ごみ投入リサイクル事業を、市民の自主的な取り組みとして実施してい
ます。家庭で出る生ごみを投入することができますので、ぜひ、ご利用ください。
実施時間・場所 

　また、投入管理のボランティア活動に
ご協力いただける方を随時募集していま
す。詳しくは、お問い合わせください。
その他
渇　投入できる生ごみは、食品廃棄物に
限ります。ただし、貝殻など硬い物は
投入できません。

渇　生ごみは、十分に水切りをしてから
投入してください。天日干ししたもの
や風で乾燥したものなども投入できます。

渇　左表の場所・時間でも食品リサイクル堆肥を無料配布しています。
問合先　ごみ対策課清掃係（☎０４２−３８７−９８３５）

生ごみ処理機への投入のようす

その他時　間場　所
食用廃油

毎週土曜日　午前９時～１０時

第一小学校
−第三小学校
−前原小学校

食用廃油

緑 小 学 校
南 小 学 校

毎週土曜日　午前１０時～１１時第一中学校
毎週土曜日　午前９時～１０時第二中学校

合計南中二中南小緑小前原小東小四小三小二小一小
１３８１４１２１２１２１２１７２４７１３１５投入日数（日）
１,９８９８９１９８１９７１６８２２９１３７４１０７５２１０２７６投入延数（人）
２,７４９６６２５９２８１２４８３１８２００４９９１２０３１６４４２投入総量（㎏）

※　４５ℓ以内の透
明または半透明
の袋を使用

落ち葉（２袋以下）

　燃やすごみの日に出すことができ
ます。
※　２袋以下の落ち葉でも、申し込
みがあった場合は資源化処理して
います。

申し込み不要

枝枝木木はは１１束束、、雑雑草草類類はは１１袋袋、、落落ちち葉葉はは３３袋袋かからら申申しし込込みみがが必必要要でですす枝木は１束、雑草類は１袋、落ち葉は３袋から申し込みが必要で枝木は１束、雑草類は１袋、落ち葉は３袋から申し込みが必要ですす

①枝木（１束から）

長さ１m以内

直径30㎝
以内
太さ15㎝
以内 ※　４５ℓ以内の透明または半透明の袋を使用し、土や泥は落としてください。

②雑草類（１袋から）

※　２袋以下の落ち葉
でも、申し込みがあ
った場合は資源化処
理しています。

③３袋以上の落ち葉

回収日地区
月本町３・４・５丁目

中央線
北側

水貫井北町全域　緑町４・５丁目
本町２丁目

木緑町１・２・３丁目　桜町全域
梶野町全域　関野町全域

月中町３・４丁目　本町１・６丁目
貫井南町３丁目

中央線
南側 火貫井南町１・２・４・５丁目

前原町全域
金東町全域　中町１・２丁目

※　祝日も回収を行っています。

申し込み必要 ※　数量制限なし
（事業所を除く）

電子申請
　東京都および都内の区市町村が共同で運営する
「東京共同電子申請・届出サービス」を利用した
電子申請サービスにより申請していただきます。
▷パソコン用URL
　http://www.shinsei.elg-front.jp/tokyo/navi/index.html
▷携帯電話用URL
　http://www.shinsei.elg-front.jp/tokyo/

申し込み締め切り
回収日の前日正午まで
※　ただし、月曜日の回収地区
は、その前の金曜日正午まで

姉042−387−0444
24時間受付可
◆　住所・氏名・電話番号・回収日・回収
量を明記し受付センターへ送信
◆　申し込み受理の返信をご希望の方は
FAX番号と「返信希望」も明記してくだ
さい

粗大・枝木受付センター
☎042−387−9829
月〜金／8：30〜17：15
土・日・年末年始は休み　※祝日は受付可

焼却処理

○１７５

ＱＲコード

ごみ・資源物処理経費に総額約26億1,107万円

収
集
・
運
搬

最終処
分等

中
間

処理

総　額
平成26年度
26億1,107万円
平成25年度

25億2,585万1千円

燃やすごみ
（１kg）

びん・スプレー缶燃やさないごみ 缶プラスチックごみ 古紙・布 2ℓペットボトル
（１kg） （１kg） （１kg） （50g） （75g）（１00g当たり）

33.0円33.0円33.0円168.5円168.5円168.5円 19.2円19.2円19.2円6.6円6.6円6.6円 8.9円8.9円8.9円
処理するのに
どれくらい
かかるのか？ 100.5円100.5円100.5円 171.9円171.9円171.9円
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市民1人当たり　2万2,265円
1世帯当たり　　4万5,564円
　平成２６年度にごみ・資源物の処理にかかった経費は、総額
で約２６億１,１０７万円でした。これは、本市の平成２６年度一般
会計決算の約７.１％、市税収入の約１２.６％になります。平成２６
年度のごみ・資源物の総排出量は２６,７８９ｔで、１ｋｇ当たり
９７.５円となり、市民１人当たりで見ると２万２,２６５円、１世帯
（平均約２.０人）当たり４万５,５６４円になります。
歳入総額は約4億3,085万4千円
　ごみ・資源物の処理に係る歳入は、約４億３,０８５万４千円
でした。これは、ごみ・資源物処理経費総額の約１６.５％に当
たります。歳入のうち、家庭系ごみ処理手数料は約２億
８,３２５万７千円、粗大ごみ処理手数料は約３,１８５万３千円でし
た。
環境基金について
　環境基金は、ごみ処理施設の整備や新たなごみ減量施策、
環境保全事業の充実などに充当するため設置しているもので
す。平成２６年度は環境基金に５億円が積み立てられました。
内訳は、家庭系ごみ処理手数料収入約２億８,３２５万７千円の
約２５％に当たる約７,０８１万４千円、一般財源から約４億２,９１８
万６千円です。

１ｔ当たりの処理経費
処理経費種　別
１０万５２４円燃やすごみ
１７万１,８９３円燃やさないごみ
１１万６６円可燃系・布団粗大ごみ １８万７,０４７円不燃系

１６万８,４５４円プラスチックごみ
１２万３,１６９円有害ごみ
３万２,９５１円古紙・布
６万５,８７７円びん・スプレー缶
１７万８,７３２円空き缶・金属
２５万５,７６７円ペットボトル
１５万７３６円拠点回収
１１万６,６１０円剪定枝・乾燥生ごみ
１万５,０４１円集団回収

ごみ・資源物の処理に係る歳入内訳
２億８,３２５万７千円家庭系ごみ処理手数料

主
な
内
訳

２,４７８万７千円事業系ごみ処理手数料
１,５８３万５千円自家搬入ごみ処理手数料
３,１８５万３千円粗大ごみ処理手数料

５,０４１万４千円可燃・不燃ごみ有価物
売り払い収入

２,４７０万８千円その他

平成２５年度平成２６年度
７億３,８４６万５千円７億９,１７４万円焼却処理

平成２５年度平成２６年度
９億１,１９７万１千円９億５,７７８万４千円収集運搬
３億３,０３３万７千円３億４,４３６万９千円燃やすごみ
５,４１６万８千円５,６４７万６千円燃やさないごみ
４,６７３万円４,８６９万２千円粗大ごみ

９,６８６万８千円１億９７万３千円プラスチックごみ
１億５,９２６万２千円１億６,６０３万４千円古紙・布

３,２９６万円３,４３７万９千円びん・スプレー缶・有
害ごみ

３,７０１万円３,８５９万５千円空き缶・金属
５,５５３万７千円５,７９０万３千円ペットボトル
４２４万４千円４５４万９千円拠点回収
７,１９４万５千円８,２０７万９千円剪定枝・乾燥生ごみ
２,２９１万円２,３７３万５千円集団回収

平成２５年度平成２６年度

２億４,９１２万６千円２億１,６６４万２千円埋立・エコセメント化
処理

平成２５年度平成２６年度
１億３,６７５万６千円１億４,２７２万３千円選別等処理

２６３万５千円２８４万１千円古紙・布
３,３４５万１千円３,４８４万６千円びん
３,１１０万円３,２９８万１千円空き缶・金属

２,４９９万５千円２,６１８万１千円ペットボトル
４０８万１千円４３４万４千円拠点回収
１,０４３万８千円１,０４９万８千円可燃粗大・布団
３,００５万６千円３,１０３万２千円剪定枝・乾燥生ごみ

平成２５年度平成２６年度
３７７万８千円３４２万円その他

平成２５年度平成２６年度
４億８,５７５万５千円4億9,876万1千円不燃系ごみ破砕等処理

資源化処理にも多額の経費が使われます
　平成２６年度に資源化処理（資源物の収集、資源物・燃やさな
いごみ・プラスチックごみなどの資源化）にかかった経費は、
約７億３,８１６万円（ごみ・資源物処理経費総額の約２８.３％）でし
た。限りある資源を有効活用するため、資源物を分別すること
はもちろん大切です。しかし、その処理には多額の経費が使わ
れます。そのことからも、まずはごみになるものを元から減ら
す発生抑制に取り組むことが重要です。
まずは発生抑制に取り組んでください
　日常生活の中で実践できる、代表的な発生抑制の取り組みを
以下に紹介しますので、最優先での取り組みをお願いします。
渇　生ごみの水切りを徹底する
渇　マイボトル、マイバッグを持参する
渇　余分なものは買わない
渇　過剰包装やダイレクトメールは断る
渇　食材は作りすぎない、使い切る
　そして、発生抑制に取り組んだ後に、使えるものは何度でも
使うリユース（再使用）、分別の徹底により資源になるものを
捨てずに再生利用するリサイクル（再生利用）へ取り組むこと
も大切です。引き続き、発生抑制を最優先としたごみの減量・
資源化の推進へのご理解・ご協力をお願いします。

平成26年平成26年度度
廃棄物会廃棄物会計計


